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平成 25 年度自己点検・評価結果の報告について

１．自己点検・評価について

(1) 日本高等教育評価機構の評価基準による点検評価について

平成 25 年度の自己点検・評価活動については、本年度から加入した日本高等教育評

価機構（以下「評価機構」という。）の評価基準を基に、自己評価総括委員会が中心と

なって点検・評価を実施することを自己評価総括委員会で策定のうえ実施した。具体的

な実施方法としては、自己評価総括委員会の各委員が各基準の責任者を務め、関連部署

及び委員会等と連携して点検・評価を実施するとともに、平成 26 年度自己点検評価書

を編纂した。

【評価基準と責任者】

総 括

学長 菊池 重昭、副学長 工学研究科長 西尾 一政

基準１（使命・目的等）

学部・学科点検委員会委員長 副学長 平井 敬二

基準２（学修と教授）

教育活動点検委員会委員長 教務部長 大木 正彦

学生活動点検委員会委員長 学生部長 竹田 吉紹

基準３（経営・管理と財務）

法人本部長 田原 稔

基準４（自己点検・評価）

自己点検評価委員会委員長 教職教養センター長 河野 雅也

基準Ａ（地域貢献）

大学院・研究活動点検委員会委員長 研究センター長 坂田 豊

基準Ａ（国際交流）

国際教育センター長 野崎 伸一

また、管理運営自己評価委員会が中心となり、平成 25 年 5 月 1 日現在のデータで

評価機構の様式による「エビデンス集データ編」を作成し、学内ネットワークに登録

のうえ、教職員の閲覧に供した。

※データ編の作成については、平成 18 年度から大学基準協会の大学基礎データとして、また平

成 24 年度からは日本高等教育評価機構のエビデンス集データ編として毎年 5 月 1 日現在のデー

タで作成し、自己点検・評価活動に活用している。

(2) 学生配布資料と本学ホームページの点検・評価について

管理運営自己評価委員会で、本年度の点検評価項目として「学生配布資料の点検」と、
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「本学ホームページの点検・評価」を定め、点検・評価を実施した。

「学生配布資料の点検」については、各課・室からメンバーを選出し、プロジェクト

チームを編成のうえ、新入生に配布する「学生便覧」や「学生生活のしおり」を中心に

点検・評価を実施した。

また、「本学ホームページの点検・評価」については、ホームページに掲載されてい

る情報を俯瞰的に点検するとともに、専門的なページについては担当課・室で分担し、

更新状況や掲載情報の点検・評価を実施した。【資料 1「平成 25 年度管理運営自己評価

委員会点検・評価項目」】

(3) 各種アンケート調査の実施について

平成 25 年度は教育活動点検委員会で毎年、前・後期に実施している「学生の授業評

価アンケート」に加え、学生活動点検委員会による「学生生活に関するアンケート」、

ＦＤ委員会による「学習実態アンケート」、就職指導委員会による「就職アンケート」

及び改革検討委員会による「学生の満足度調査」を実施した。

(4) 平成 25 年度重点目標自己申告について

重点目標自己申告については、学長が策定する大学重点目標を踏まえ、教育職員は各

所属学科の重点目標も踏まえたうえで、教育・指導活動、研究活動、学内業務、社会活

動における目標を設定し、事務職員については自己啓発、業務の改善・工夫、組織的な

取り組み等について目標を設定する。目標設定時には、教職員共に各所属長との面接を

実施しており、10 月に中間報告と第 2 回の各所属長との面接を実施し、目標に向けて

の達成度と進捗管理を行っている。また、翌年 4 月には最終成果報告を各所属長を経て

学長に提出し、学長が総評を行うこととしている。

本学では、この重点目標自己申告制度を教職員個々の目標管理は基より、自己点検・

評価活動の一環と位置づけ、毎年実施している。

２．評価結果について

(1) 日本高等教育評価機構の評価基準による点検評価について

上述のとおり、自己評価総括委員会が中心となり、評価機構の基準に基づき自己点検

評価を実施した結果、改善すべき事項が判明した場合は、当該事項を担当する委員会等

で逐次検証し、改善の提案を運営会議（教授会）で機関決定のうえ、本年度内の改善を

実施した。その改善結果については別紙【資料 2「平成 25 年度自己点検評価による教

育等改善実施状況」】のとおりである。

なお、平成 25 年度の自己点検・評価活動とその改善（フィードバック）により、評

価機構の各基準における本学の自己判定は全てにおいて「基準を満たす」ことができた。

【資料 3「平成 25 年度自己点検・評価結果（日本高等教育評価機構の基準による点検

・評価）」】

また、平成 25 年度の点検評価結果をもとに、平成 26 年度自己点検評価書を編纂し、
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平成 26 年度大学機関別認証評価の評価書として提出すると共に、ホームページでの公

表も予定している。

(2) 学生配布資料と本学ホームページの点検・評価について

① 学生配布資料の点検について

管理運営自己評価委員会の下にプロジェクトチーム「以下「ＰＴ」という。」を編

成し、「学生便覧」及び「学生生活のしおり」を中心とした学生配布資料の点検・評

価と、学生が日頃から携帯し、緊急時等で活用できる「学生ハンドブック」の制作に

ついて集中的に検討を行った。「学生便覧」及び「学生生活のしおり」については、

学生の利便性を鑑み、合冊する方向で、引き続き検討することとした。また、「学生

ハンドブック」については紙媒体ではなく、スマートフォン等携帯端末から閲覧でき

る電子媒体とし、平成 26 年度に計画している本学のウェブ管理システムの更新に合

わせて電子版「学生ハンドブック」の導入を計画している。

また、学生配布資料にとどまらず、大学のロゴやシンボルマークの使用に関する学

内基準の制定や、名刺、封筒などの印刷部の統一など所謂 UI（University Identity）に

ついても、本学デザイン学部とも連携を取りながら引き続きＰＴで検討することとし

ている。【資料 4「管理運営自己評価委員会 PT 報告書」】

② 本学ホームページの点検・評価について

ホームページについては、各課・室で全体及び当該課・室に関連するページの点検

・評価を実施した結果、重大な欠陥や不足した情報公表データ等は報告されなかった。

しかし、別紙【資料 5「ホームページ点検・評価結果」】のとおりホームページ上

で公表している規程等の PDF ファイルが更新されていないことや、現状に即してい

ない組織名や画像があるとの報告が散見された。

簡易的なデータ修正については、随時更新を実施した。また、教員紹介ページの様

式の統一については、平成 26 年 1 月末を目処に改善を実施した。

なお、ホームページのデータについては、常に最新の情報を公表する必要があり、

今後は各課・室で管轄するページを定期的に点検し、更新されていない情報について

は速やかに更新するよう改善することと、ステークホルダーである学生や保護者及び

学外者が「知りたい情報を直ぐに閲覧できる」ことなど、利便性の向上を図る必要が

あり、今後は学生や学外者等からの客観的な点検・評価も検討する。【資料 6「管理

運営自己評価委員会報告書】

(3) 各種アンケート調査の実施について

本年度は、学生活動点検委員会による全学生を対象とした「学生生活アンケート」を

実施した。結果については、変化が顕著な項目として、「友人について」で友人数が増

加傾向であること、「生活費について」で仕送り額の減少や奨学金受給者が増加してい

ること、「通学について」で自転車・バイク・車が減少し、JR 等の公共交通機関での通

学が増加していること、「住まいについて」でアパートの間取り数の減少や家賃額が減
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少傾向にあり、学生生活にかける費用が前回調査に比べ、全体的に減少傾向にあること

である。（前回よりも自宅通学者が増加していることも反映している。）

今後は学生生活アンケートで得られたデータを分析し、学生生活の支援に活用できる

よう計画している。【資料 7「学生生活に関するアンケート 2013 調査結果（抜粋）」】

平成 22 年度より学長の諮問機関である改革検討委員会が実施している｢学生満足度調

査｣では、この 4 年間の経年比較で、デザイン学部の授業及び教員に対する満足度が工

学部の水準まで改善され、その結果、デザイン学部の全体的な満足度が好転しているこ

とが判った。なお、「学生満足度調査」については改革検討委員会から、平成 26 年度よ

り整備が計画されている教育評価室に継承する方向で検討している。【資料 8「学生満

足度調査結果報告資料（抜粋）」】

また、今年度は FD 委員会による「第 1 回学習実態アンケート調査」を実施した。こ

のアンケートは、「学生生活に関するアンケート」に併設して実施したが、今後も引き

続き実施し、経年比較等で学生の学習時間の実態や、教員の学習指導に対する評価を検

証する計画である。【資料 9「学習実態アンケート 2013 調査結果（抜粋）」】

３．総評

平成 25 年度の自己点検・評価活動は、自己評価総括委員会が中心となり評価機構の基

準による自己点検・評価活動を大きな柱とし、併せて各種アンケートの実施による点検・

評価活動と、管理運営自己評価委員会による学生配布物及びホームページの情報等の点検

・評価活動を実施した。

評価機構の基準による自己点検・評価については、問題点を逐次改善することにより、

各基準を満たすことが達成され、本学の教育や大学運営の改革、改善に繋がったことは大

きな成果である。また、各種アンケートについては、学生の指導や支援、また教育研究環

境の改善等に最大限フィードバックできるよう、調査・分析を進める計画である。管理運

営自己評価委員会のＰＴについては、平成 26 年度以降も若手事務職員を構成員として、

引き続き点検評価活動を進める計画である。

なお、本学は平成 26 年度に評価機構による大学機関別認証評価を受診する予定である

が、不断の自己点検・評価活動と併せて、本学の真の教育改革・改善に繋がるよう、全学

をあげて真摯に取り組む所存である。

平成 26 年 3 月 31 日

自己評価総括委員会委員長（学長） 菊 池 重 昭
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平成 25 年度管理運営自己評価委員会点検・評価項目（案） 

 

１．学生配布資料の点検とハンドブックの作成 

 (1) 背 景 

  現在、学生に配布している学生便覧、学生生活のしおり等の内容を検証すると共に、 

災害時や実験中の事故など危機管理に対応した内容も付加した学生対象用ガイドブック 

の制作等を検討する。 

 

  (2) 点検の単位及び責任者 

  点検は学長室事務部長が責任者となり、各課・室からメンバーを選出し、プロジェク 

トチーム（ＰＴ）で実施する。 

 

 (3) 実施方法 

  ・ＰＴで、学生対象用の印刷物の検証を行う。併せて学生ハンドブック制作の検討を 

  行う。 

  ・検証、検討結果については、管理運営自己評価委員会に報告する。 

  ・管理運営自己評価委員会の報告を受け、該当する課室は、次年度の学生対象用の印 

  刷物の見直し及びハンドブックの作成を進める。 

 

  (4) 実施期間 

    ・学生便覧、学生生活のしおり等の内容検証   9 月末まで 

  ・ハンドブックの原案作成          12 月末まで 

  ・ハンドブックの完成             2 月末まで 

 

 

２．本学ホームページの点検・評価 

 (1) 背 景 

  現在、大学のＰＲや情報公表は主にホームページを媒体として行うことが通常であり、 

その情報は全世界のブラウザから閲覧が可能であり、大学の理念や組織体制及び運営等 

の根拠資料としても利用されるなど極めて重要な情報源である。 

  また、本学は平成 26 年度に大学認証評価を受審予定であるが、ホームページの情報 

は、受審の際の重要なエビデンスとして活用することが想定され、掲載されている項目 及

び内容の点検、整備は急務である。 

 

 (2) 点検の単位及び責任者 

  点検は各課室長が責任者となり、課室単位で実施。 

 

 (3) 実施方法 

  ・現在、ホームページに掲載されている情報を俯瞰的に点検する。 
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  ・「ホームページ点検項目チェックリスト」を基に、当該課室が主管する部分及び関 

  係するページについて、課室により点検し、問題点や情報の不足部分等を抽出する。 

    ・抽出した問題点等を報告書（箇条書き）にまとめ、管理自己評価運営委員会に提 

    出する。 

   ・なお、更新されていない情報や、誤った情報が発覚した場合は、企画課と連携を取 

  り、随時改善を図る。 

 

 (4) 作業期間 

  ・情報の点検 9 月 17 日（火）まで 

  ・情報の改善 9 月末まで 

以上 
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法人

総務 施設 企画 入試 教務 学生 就職 図書 Ｄ事務 財務

◯ ◯ ◎ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◎ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

学長挨拶 ◯ ◎

沿革 ◎

建学の精神 ◯ ◎ ◯

学園倫理綱領 ◎

大学紹介動画 ◎

教育情報公表 ◯ ◯ ◎ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

組織図 ◎

事業計画 ◯ ◯ ◎

決算・事業報告 ◯ ◎

研究活動に関する不正防止体制 ◎

自己点検・評価 ◎ ◯

大学評価結果及び認証評価結果 ◎ ◯

学則 / 大学院学則 ◎

設置届出書・履行状況報告書 ◯ ◎

コンプライアンスについて ◎ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◎ ◯

ハラスメント防止について ◎ ◎

個人情報の保護について ◎ ◯ ◯ ◯ ◎ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

安全保障輸出管理体制 ◎ ◯

一般事業主行動計画 ◯ ◎

大学案内（英語版） ◯ ◎

お問い合せ窓口 ◎ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

施設利用について ◎ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◎

地域に志向した大学宣言 ◎

西日本工業大学　学歌 ◯ ◎ ◯

工学部 ◯ ◎

デザイン学部 ◯ ◎

大学院工学研究科 ◯ ◎

教員の紹介 ◎ ◎ ◯

就職関連ニュース ◎

活躍するNIT生達 ◎

活躍するNIT生達 山西 俊二さん ◎

活躍するNIT生達 近俊 佳予子さん ◎

活躍するNIT生達 山村 陽平さん ◎

活躍するNIT生達 小松 優大さん ◎

学内単独企業セミナー情報 ◎

企業情報／求人情報検索操作手順 ◎

就職についての各種データ ◎

主な就職・進学先 ◎

充実のバックアップ体制 ◎

インターンシップ（就業体験） ◎

全　体
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別
　
カ
　
テ
　
ゴ
　
リ
　
ー

大
　
学
　
案
　
内

学
部
・
学
科

国際
教育

総務部 学長室 学務部

ホームページ点検項目チェックリスト

平成２５年度　管理運営自己評価委員会

7



法人

総務 施設 企画 入試 教務 学生 就職 図書 Ｄ事務 財務

国際
教育

総務部 学長室 学務部

就職ナビゲート ◎

入試関連ニュース ◎ ◯ ◎

入試関連ニュース ◯ ◎

平成25年度　特別入学試験 ◯ ◎

特別奨学生制度（平成26年度） ◯ ◎

平成26年度　AO入試（ローリング） ◯ ◎

平成26年度　AO入試（Ｏ・Ｃ） ◯ ◎

平成26年度　デザイン奨学生 ◯ ◎

平成26年度　ものづくり奨学生 ◯ ◎

平成26年度　スポーツ奨学生 ◯ ◎

平成26年度　推薦入試（指定校） ◯ ◎

平成26年度　推薦入試（奨学生選抜） ◯ ◎

平成26年度　一般推薦入試 ◯ ◎

平成26年度　一般入試 ◯ ◎

平成26年度　センター試験利用入試 ◯ ◎

大学入試センター試験過去問題 ◯ ◎

◎

キャンパスニュース ◎

防犯ウェブページのご案内 ◎

学生リアルLife密着 ◯ ◎

掲載期間が終了しました

学生相談窓口 ◯ ◎ ◯ ◯ ◯

資格取得について ◎

施設・設備紹介 ◯ ◎ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

AEDの設置について ◯ ◎ ◎

サークル紹介 ◎ ◯

キャンパスカレンダー2013 ◎ ◯ ◯

各種証明書の発行について ◎ ◎ ◎ ◯ ◯

奨学金制度について ◯ ◎ ◎ ◯

学生生活のしおり（PDF版） ◯ ◯ ◎ ◎ ◯ ◯ ◯ ◯

平成25年度 時間割（PDF版） ◎

.お知らせ ◎

地域交流・公開講座について ◎

環境ESDプログラムについて ◯ ◎

産学連携の取り組みについて（一覧） ◎

地域連携の取り組みについて（一覧） ◎

国際交流協定校について（一覧） ◯ ◎

大学間連携について（一覧） ◎

「わくわく科学教室」をお届けします！ ◎ ◯

施設利用について ◎ ◯ ◯ ◎

NIT 新聞報道 2013 ◎ ◯

北九州『en』プロジェクト ◯ ◎

学部・学科・大学院の詳細へ ◎

学長挨拶 ◯ ◎

サークル紹介 ◎ ◯

入
　
試
　
情
　
報

国
際
交
流
・
地
域
貢
献

受

情
　
報
　
別
　
カ
　
テ
　
ゴ
　
リ
　
ー

図書館

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
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法人

総務 施設 企画 入試 教務 学生 就職 図書 Ｄ事務 財務

国際
教育

総務部 学長室 学務部

アクセス ◯ ◯ ◎

小倉キャンパス ◯ ◎

キャンパスカレンダー ◎ ◎

キャンパスライフ ◎ ◯

進路・就職 ◎ ◯ ◯

入試情報 ◯ ◎

学部・大学院詳細へ ◎

学長挨拶 ◯ ◎

アクセス ◯ ◯ ◎

小倉キャンパス ◯ ◎

キャンパスカレンダー ◎ ◎

キャンパスライフ ◎ ◯

進路・就職 ◎

入試情報 ◯ ◎

各種証明書の発行について ◎ ◎ ◎ ◯ ◯

同窓会・美夜古会のウェブページをご覧 ◎ ◯

インターネットからのお問い合わせ ◎ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

お問い合わせ窓口一覧 ◯ ◯ ◎ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

お知らせ一覧 ◎

学長挨拶 ◯ ◎

アクセス ◯ ◯ ◎

小倉キャンパス ◯ ◎

キャンパスカレンダー ◎ ◎

大学案内 ◯ ◯ ◎ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

キャンパスライフ ◎

進路・就職 ◎

学外メール ◎

学内メール ◎

WEBシラバス ◎

西日本工業大学アルバイト紹介システム ◎

「学生便覧」をダウンロードする。 ◎ ◯

「時間割」をダウンロードする。 ◎ ◯

「学生生活のしおり」をダウンロードする。 ◎ ◎ ◯

「学生相談のしおり」をダウンロードする。 ◎ ◯

「小倉キャンパスマナーとルール」をダウ 　 ◎ ◯

キャンパスカレンダー ◎ ◎

証明書・各種手続について ◎ ◎ ◎ ◯ ◯

奨学金制度 ◯ ◎ ◯ ◎

サークル紹介 ◎ ◯

学生相談窓口 ◯ ◎ ◯ ◯ ◯

留学希望者の相談窓口 ◯ ◯ ◎

コンプライアンス窓口 ◎ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◎ ◯

就職登録票（就職担当の指示を受けた学 　 ◎ ◯

求人情報（学内からしか閲覧できません 　 ◎ ◯

学内単独企業セミナー情報について（在 　 ◎ ◯

在
学
生

在
　
学
　
生
　
の
　
方
　
へ

高
校
教
員
の
方
へ

卒
　
業
　
生
　
の
　
方
　
へ

受
験
生
の
方
へ

対
　
象
　
者
　
別
　
カ
　
テ
　
ゴ
　
リ
　
ー
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法人

総務 施設 企画 入試 教務 学生 就職 図書 Ｄ事務 財務

国際
教育

総務部 学長室 学務部

キャンパスライフ ◎

学部・大学院 ◎

資格取得 ◎ ◯ ◯ ◯

進路・就職 ◎ ◯ ◯

図書館 ◎

入学金・授業料などの振込みにあたって 　 ◯ ◯ ◎ ◯

学費について ◯ ◎ ◎

奨学金について ◯ ◎ ◎

インターネットからのお問い合わせ ◎ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

お問い合わせ窓口一覧 ◯ ◯ ◎ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

学長挨拶 ◯ ◎

アクセス ◯ ◯ ◎

キャンパスカレンダー ◎ ◎

キャンパスライフ ◎

進路・就職 ◎ ◯ ◯

入試情報 ◎ ◯

求人票（PDF） ◎ ◯

求人票（Excel） ◎ ◯

インターンシップ受入票（PDF） ◎ ◯

インターンシップ受入票（Excel） ◎ ◯

学部・学科の目的 ◯ ◎

総合システム工学科／機械工学系 ◯ ◎

総合システム工学科／電気電子工学系 ◯ ◎

総合システム工学科／情報システム系 ◯ ◎

総合システム工学科／環境工学系 ◯ ◎

デジタルエンジニアリング学科 ◯ ◎

建築学科 ◯ ◎

情報デザイン学科 ◯ ◎

大学院工学研究科の目的 ◯ ◎

学部・学科・研究科の名称一覧 ◎ ◯ ◯

学部・学科・研究科の名称 ◎ ◯ ◯

教員数（性別・職別・年齢構成・法令上必 ◎

教員が有する学位及び研究業績 ◎ ◎

教育の役割分担（役職者一覧） ◎

教育の役割分担（会議・委員会運営組織 ◎

入学者に関する受入方針 ◯ ◯ ◎

収容定員（編入学定員） ◯ ◎

入学生数・在籍学生数・編入生数・社会 ◯ ◎

卒業又は修了した者の数 ◎ ◯

進学者数及び就職者数その他進学及び 　 ◎

総合システム工学科 機械工学系（教育 　 ◎

総合システム工学科 電気電子工学系（ 　 ◎

総合システム工学科 情報システム系（教 　 ◎

総合システム工学科 環境建設系（教育 　 ◎

デジタルエンジニアリング学科（教育課程 　 ◎

対
　
象
　
者
　
別
　
カ
　
テ
　
ゴ
　
リ
　
ー

教
　
育
　
情
　
報
　
の
　
公
　
表

基
本

組
織

教
員
情
報

授
業
情
報

学
生
情
報

保
護
者
の
方
へ

企
業
の
方
へ

教
育
研
究
上
の
目
的

の
方
へ
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法人

総務 施設 企画 入試 教務 学生 就職 図書 Ｄ事務 財務

国際
教育

総務部 学長室 学務部

建築学科（教育課程表） ◎

情報デザイン学科（教育課程表） ◎

WEBシラバス（シラバス検索） ◎

学修の成果に係る評価及び卒業又は修 　 ◎

取得可能な学位に関する情報 ◎

学生便覧 ◎ ◯

学生生活のしおり ◎ ◎ ◯

キャンパスの概要（休息を行う環境やそ 　 ◎ ◎ ◯ ◯ ◯

運動施設の概要 ◎ ◎ ◯ ◯ ◯

課外活動の状況及びそのために用いる 　 ◎ ◎ ◯ ◯

主な交通手段等の状況 ◯ ◯ ◎

校地・校舎面積 ◎

授業料、入学金その他の大学が徴収す 　 ◎

西日本工業大学独自の奨学金制度 ◯ ◎ ◎

学生寮等の宿舎に関する費用 ◎ ◎ ◎

学生の修学、進路選択及び心身の健康 　 ◯ ◎ ◎ ◯ ◎

学生便覧 ◎ ◯

学生生活のしおり ◎ ◎ ◯

国際交流協定校 ◯ ◎

社会貢献活動 ◎

大学間連携 ◎

産学官連携 ◎

教
　
育
　
情
　
報
　
の
　
公
　
表

学
生
相
談

社
会
貢
献

報

修
学
評
価

授
業
料

学
習
環
境

11



項
目

審
議
会
議
体

決
定
会
議
体

決
定
内
容

備
考

1
学
長
を
中
心
と
し
て
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
整
備

1
0
月
学
務
研
究
協
議
会

1
0
月
運
営
会
議

会
議
審
議
事
項
に
「
教
育
課
程
編
成
に
関
す
る
方
針
」
等
を
追
加

学
務
研
究
協
議
会
規
則
の
改
正

2
建

学
の

精
神

の
見

直
し

1
1
月

Ｆ
Ｄ
委

員
会

1
2
月

運
営

会
議

本
学
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
人
を
育
て
技
術
を
拓
く
」
を
基
本
理
念
と
位
置
づ

け
、
本
学
関
係
者
の
啓
発
を
す
る
た
め
、
理
念
集
を
策
定
を
今
後
、
計
画
す

る
。

1
0
月
学
務
研
究
協
議
会
に
て
学
長

よ
り
諮
問

3
Ｄ
Ｐ
・
Ｃ
Ｐ
・
Ａ
Ｐ
の

見
直

し
1
1
月

Ｆ
Ｄ
委

員
会

1
2
月

運
営

会
議

以
前

検
討

さ
れ

た
Ｄ
Ｐ
を
元

に
修

正
し
、
新

た
な
ポ
リ
シ
ー
を
策

定
1
1
月
学
務
研
究
協
議
会
に
て
学
長

よ
り
諮
問

4
教
職
員
協
働
に
よ
る
学
修
・
授
業
支
援
体
制
整
備
の
検

討
1
0
学
務
研
究
協
議
会
他

1
月
運
営
会
議

各
委
員
会
の
構
成
員
に
職
員
を
加
え
る

学
則
・
教
授
会
規
則
他
各
種
委
員
会

規
則
他
の
一
部
改
正

5
研
究
・
地
域
貢
献
・
国
際
交
流
の
目
的
及
び
ポ
リ
シ
ー
の

制
定

4
月
学
務
研
究
協
議
会
他

4
月
運
営
会
議

教
育

の
目

標
、
目

的
に
加

え
、
研

究
・
地

域
貢

献
・
国

際
交

流
の

目
的

及
び

ポ
リ
シ
ー
を
検
討
の
う
え
制
定

6
全
科
目
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

6
月
教
務
委
員
会

6
月
教
務
委
員
会

H
2
5
年
度
前
期
よ
り
、
各
教
員
１
科
目
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
に
加
え
、
全
科
目
簡

易
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

各
教

員
が

担
当

科
目

を
ま
と
め
報

告

7
平
成
2
6
年
度
授
業
科
目
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

6
～
7
月
教
務
委
員
会

2
月
運
営
会
議

科
目
番
号
を
体
系
的
な
も
の
に
変
更

学
則
の
別
表
「
教
育
課
程
表
」
の
改

正

8
教
員
養
成
に
関
す
る
理
念
・
ポ
リ
シ
ー

4
～

7
月

教
職

教
養

C
運

営
委

員
会

1
0
月
運
営
会
議

本
学
の
教
員
養
成
ポ
リ
シ
ー
及
び
D
P
を
策
定

4
月
学
務
研
究
協
議
会
に
て
学
長
よ

り
諮

問

9
シ
ラ
バ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
善

9
月

F
D
委

員
会

4
月

～
1
0
月
教
職
教
養
C

運
営

委
員
会

1
1
月

F
D
委

員
会

1
0
月

教
職

教
養

C
運

営
委
員
会

授
業
外
の
学
習
方
法
の
追
加
・
訂
正
、
教
職
科
目
の
免
許
状
に
関
わ
る
情
報

の
記
載

1
0

平
成

2
6
年

度
シ
ラ
バ

ス
第

３
者

確
認

9
月

F
D
委

員
会

1
1
月

F
D
委

員
会

各
科
目
シ
ラ
バ
ス
を
学
生
に
よ
る
一
次
記
記
入
確
認
、
二
次
教
員
相
互
に
よ

る
内
容
確
認

教
務
委
員
会
に
て
確
認
作
業
を
実

施

1
1

学
生

の
学

修
時

間
の

実
態

や
学

修
行

動
の

把
握

ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施

9
月

F
D
委

員
会

1
1
月

F
D
委

員
会

１
２
月
実
施
の
「
学
士
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
内
で
設
問
項
目
を
設
定
し

実
施

翌
年

５
月

集
計

結
果

報
告

1
2

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
の
設
定

9
月
F
D
委
員
会

９
月
F
D
委
員
会

1
1
月
に
教
員
出
退
シ
ス
テ
ム
に
表
示
及
び
本
学
H
P
に
掲
載

1
3

教
員
相
互
に
よ
る
授
業
参
観
実
施

9
月
F
D
委
員
会

1
1
月
F
D
委
員
会

1
2
月
に
各
学
科
・
系
毎
に
教
員
１
名
に
よ
る
２
つ
の
授
業
参
観
実
施

今
後
毎
期
実
施
確
認

参
観
者
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

1
4

授
業
改
善
発
表
会
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）

9
月
F
D
委
員
会

1
1
月
F
D
委
員
会

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
事
例
発
表
を
３
月
の
教
職
員
研
修
会
で
実
施
（
デ
ザ

イ
ン
学
部
は
既
に
導
入
済
み
）

工
学
部
で
初
め
て
後
期
に
実
施
さ
れ

た
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
授
業
の

事
例
報
告

　
平
成
２
５
年
度
　
自
己
点
検
評
価
に
よ
る
教
育
等
改
善
実
施
状
況

12

Owner
タイプライターテキスト

Owner
タイプライターテキスト

Owner
タイプライターテキスト
資料２

Owner
タイプライターテキスト

Owner
タイプライターテキスト

Owner
タイプライターテキスト



項
目

審
議
会
議
体

決
定
会
議
体

決
定
内
容

備
考

1
5

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
科
目
設
定
の
検
討

1
1
月
F
D
委
員
会

-
全
学
的
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
科
目
の
設
定
を
検
討

継
続
審
議

1
6

教
養
教
育
改
革
方
針

7
～

1
0
月

教
職

教
養

C
運

営
委

員
会

1
0
月
運
営
会
議

教
養
教
育
理
念
・
科
目
編
成
・
専
門
接
続
・
展
開
の
方
針
を
決
定

1
7

教
養
教
育
理
念

7
～

1
2
月

教
職

教
養

C
運

営
委
員
会

平
成

2
6
年

4
月

運
営

会
議

教
養

教
育

の
理

念
・
目

的
・
ポ
リ
シ
ー
の

策
定

1
8

教
養
科
目
の
編
成
（
教
養
教
育
の
類
型
・
科
目
の
種
類
）

7
～

3
月

教
職

教
養

C
運

営
委
員
会

平
成
2
6
年
4
月
運
営
会
議

本
学

の
教

養
教

育
類

型
（
初

年
次

教
育

・
キ
ャ
リ
ア
教

育
等

）
、
科

目
の

種
類

（
基
礎
ス
キ
ル
科
目
等
）
を
定
義

1
9

教
養
科
目
の
編
成
（
科
目
の
検
討
）

7
～

3
月

教
職

教
養

C
運

営
委

員
会

-
具
体
的
な
科
目
の
検
討
・
見
直
し

2
0

履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

1
2
月
学
務
研
究
協
議
会

1
2
月
運
営
会
議

地
域
社
会
に
広
く
教
育
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
規

則
の
策
定

学
則
の
改
正
及
び
履
修
証
明
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
関
す
る
規
則
策
定
　
３
月

に
１
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定

2
1

学
生
満
足
度
調
査
の
実
施

1
2
月
学
務
研
究
協
議
会

1
2
月
学
務
研
究
協
議
会

１
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

年
度
初
め
に
全
教
職
員
に
メ
ー
ル
に

て
報
告
予
定

2
2

学
生
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

1
0
～

1
1
月
学
生
生
活
点

検
委

員
会

1
2
月
学
生
生
活
点
検
委

員
会

1
2
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

年
度
初
め
に
自
己
評
価
総
括
委
員

会
調
査
結
果
報
告
予
定

2
3

学
生
の
意
見
・
要
望
へ
の
対
応

学
生
大
会
で
意
見
・
要
望

を
集
約

1
1
月
学
生
委
員
会

学
友
会
の
代
表
学
生
と
学
生
部
と
の
懇
談
会
を
実
施
し
意
見
を
集
約
。
優
先

順
位

を
検

討
し
、
お
ば

せ
キ
ャ
ン
パ

ス
W
iF
iの

充
実

、
休

講
・
補

講
情

報
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
、
ス
ポ
ー
ツ
設
備
整
備
等
を
実
施
。

2
4

教
育
評
価
室
の
設
置

-
-

平
成
2
6
年
度
の
教
育
評
価
室
長
を
任
命

新
年
度
4
月
に
新
入
生
ア
ン
ケ
ー
ト

実
施
予
定
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基準
番号

基準項目 評価の視点 点検評価責任者・部署 自己判定

1-1 使命・目的及び教育目的の明確性
①意味・内容の具体性と明確性
②簡潔な文章化

菊池学長
平井副学長
学長室

○

1-2 使命・目的及び教育目的の適切性
①個性・特色の明示
②法令への適合
③変化への対応

菊池学長
平井副学長
学長室

○

1-3 使命・目的及び教育目標の有効性

①役員、教職員の理解と支持
②学内外への周知
③中長期的な計画及び３つの方針等への
使命・目的及び教育目的の反映
④使命・目的及び教育目的と教育研究組
織の構成との整合

菊池学長
平井副学長
学長室

○

2-1 学生の受入れ

①入学者受入れの方針の明確化と周知
②入学者受入れの方針に沿った学生受入
れ方法の工夫
③入学定員に沿った適切な学生受入れ数
の維持

大木教務部長
学務課

○

2-2 教育課程及び教授方法

①教育目的を踏まえた教育課程編成方針
の明確化
②教育課程編成方針に沿った教育課程の
体系的編成及び教授方法の工夫・開発

大木教務部長
学務課

○

2-3 学修及び授業の支援
①教員と職員の協働並びにＴＡ（Teaching
Assistant）等の活用による学修支援及び授
業支援の充実

大木教務部長
学務課

○

2-4 単位認定、卒業・修了認定等
①単位認定、進級及び卒業・修了認定等
の基準の明確化とその厳正な適用

大木教務部長
学務課

○

2-5 キャリアガイダンス
①教育課程内外を通じての社会的・職業的
自立に関する指導のための体制の整備

大木教務部長
竹田学生部長
学務課
就職課

○

2-6
教育目的の達成状況の評価と
フィードバック

①教育目的の達成状況の点検・評価方法
の工夫・開発
②教育内容・方法及び学修指導等の改善
へ向けての評価結果のフィードバック

大木教務部長
学務課

○

2-7 学生サービス
①学生生活の安定のための支援
②学生生活全般に関する学生の意見・要
望の把握と分析・検討結果の活用

竹田学生部長
学務課

○

平成２５年度　自己点検・評価結果（日本高等教育評価機構の基準による点検・評価）
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基準
番号

基準項目 評価の視点 点検評価責任者・部署 自己判定

平成２５年度　自己点検・評価結果（日本高等教育評価機構の基準による点検・評価）

2-8 教員の配置・職能開発等

①教育目的及び教育課程に即した教育の
確保と配置
②教員の採用・昇任等、教員評価、研修、
ＦＤをはじめとする教員の資質・能力向上
への取組み
③教養教育実施のための体制の整備

大木教務部長
河野教職教養センター長
総務課
学務課

○

2-9 教員環境の整備
①校地、校舎、設備、実習施設、図書館等
の教育環境の整備と適切な運営・管理
②授業を行う学生数の適正な管理

大木教務部長
竹田学生部長
施設管理課
学務課
図書課

○

3-1 経営の規律と誠実性

①経営の規律と誠実性の維持の表明
②使命・目的の実現への継続的努力
③学校教育法、私立学校法、大学設置基
準をはじめとする大学の設置、運営に関連
する法令の遵守
④環境保全、人権、安全への配慮
⑤教育情報・財務情報の公表

田原法人本部長
法人本部

○

3-2 理事会の機能
①使命・目的の達成に向けて戦略的意思
決定ができる体制の整備とその機能性

田原法人本部長
法人本部

○

3-3
大学の意思決定の仕組み及び
学長のリーダシップ

①大学の意思決定組織の整備、権限と責
任の明確性及びその機能性
②大学の意思決定と業務執行における学
長の適切なリーダーシップの発揮

菊池学長
学長室

○

3-4 コミュニケーションとガバナンス

①法人及び大学の各管理運営機関並びに
各部門の間のコミュニケーションによる意
思決定の円滑化
②法人及び大学の各管理運営機関の相互
チェックによるガバナンスの機能性
③リーダーシップとボトムアップのバランス
のとれた運営

田原法人本部長
法人本部

○

3-5 業務執行体制の機能性

①権限の適切な分散と責任の明確化に配
慮した組織編成及び職員の配置による業
務の効果的な執行体制の確保
②業務執行の管理体制の構築とその機能
性
③職員の資質・能力向上の機会の用意

田原法人本部長
法人本部

○

3-6 財務基盤と収支

①中長期的な計画に基づく適切な財務運
営の確立
②安定した財務基盤の確立と収支バランス
の確保

田原法人本部長
法人本部
財務室

○

3-7 会計
①会計処理の適正な実施
②会計監査の体制整備と厳正な実施

田原法人本部長
法人本部
財務室

○

4-1 自己点検・評価の適切性

①大学の使命・目的に即した自主的・自立
的な自己点検・評価
②自己点検・評価体制の適切性
③自己点検・評価の周期等の適切性

河野教職教養センター長
総務課

○
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基準
番号

基準項目 評価の視点 点検評価責任者・部署 自己判定

平成２５年度　自己点検・評価結果（日本高等教育評価機構の基準による点検・評価）

4-2 自己点検・評価の誠実性

①エビデンスに基づいた透明性の高い自
己点検・評価
②現状把握のための十分な調査・データの
収集と分析
③自己点検・評価の結果の学内共有と社
会への公表

河野教職教養センター長
総務課

○

4-3 自己点検・評価の有効性
①自己点検・評価の結果の活用のための
ＰＤＣＡサイクルの仕組みの確立と機能性

河野教職教養センター長
総務課

○

A-1 社会貢献

①地域社会との連携方針
②個性ある多様な取組みの推進
③学生の地域貢献活動に対する支援の充
実
④公開講座

坂田研究センター長
学長室

○

A-2 国際交流・連携
①留学生受入れプログラムの充実
②留学生支援体制の充実
③東アジア環境ＥＳＤ教育の推進

野崎国際教育センター
国際教育センター事務室

○
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平成 26 年 3 月 31 日

自己評価総括委員会

委員長（学長）菊 池 重 昭 殿

管理運営自己評価委員会

委員長 安 部 修 生 殿

管理運営自己評価委員会ＰＴ

座長 塩 塚 祐 載

平成 25 年度自己点検・評価について（報告）

標記のことについて、管理運営自己評価委員会プロジェクトチーム（以下「ＰＴ」）で

実施した「学生配布資料の点検とハンドブックの作成」の点検・評価活動について下記の

とおり報告いたします。

１．点検・評価項目

学生配布資料の点検とハンドブックの作成

(1) 背 景

現在、学生に配布している学生便覧、学生生活のしおり等の内容を検証すると共

に、災害時や実験中の事故など危機管理に対応した内容も付加した学生対象用ガイ

ドブックの制作等を検討する。

(2) 点検の単位及び責任者

点検は学長室事務部長が責任者となり、各課・室からメンバーを選出し、ＰＴで

実施する。

(3) 実施方法

・ＰＴで、学生対象用の印刷物の検証を行う。併せて学生ハンドブック制作の検討を

行う。

・検証、検討結果については、管理運営自己評価委員会に報告する。

・管理運営自己評価委員会の報告を受け、該当する課室は、次年度の学生対象用の印

刷物の見直し及びガイドブックの作成を進める。

２．管理運営自己評価委員会ＰＴでの点検状況

平成 25 年 8 月 5 日に開催された管理運営自己評価委員会での本年度点検・評価項目の

決定を受け、各課・室から以下のＰＴメンバーを選抜し、点検活動を実施した。

(1) 管理運営自己評価委員会ＰＴメンバー

学長室 塩塚事務部長（座長）、総務課 松尾主査、施設管理課 衛藤主査、

財務室 久米主事、企画広報課 武田主査・平野主事・後藤事務員

学務課 藤井課長補佐・山口主事、就職課 室井主事、図書課 中田主事

デザイン学部事務室 仕田原主査（以上 12 名）

※上記メンバーに学務課の井上課長補佐、国際教育センター事務室の山中主事を追加
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(2) 管理運営自己評価委員会ＰＴ開催実績

○第１回管理運営自己評価委員会ＰＴ 8 月 26 日（月）

○第 2 回管理運営自己評価委員会ＰＴ 9 月 3 日（火）

○第 3 回管理運営自己評価委員会ＰＴ 9 月 20 日（月）

○第 4 回管理運営自己評価委員会ＰＴ 11 月 13 日（水）

○第 5 回管理運営自己評価委員会ＰＴ 12 月 16 日（月）

○第 6 回管理運営自己評価委員会ＰＴ 2 月 3 日（月）

○第 7 回管理運営自己評価委員会ＰＴ 2 月 17 日（月）

(3) 検討結果について

今回のＰＴでは、学生を対象に配布する印刷物の内、特に「学生便覧」及び「学生生

活のしおり」の点検と、緊急時に学生が活用できるハンドブックの検討を主題として実

施した。また、それ以外の学内印刷物についても意見交換を行った。

①「学生便覧」及び「学生生活のしおり」の改善について点検・検討した結果、各メ

ンバーから以下のことが提案された。

ａ．現状を踏襲する。

ｂ．「学生便覧」と「学生生活のしおり」を合冊し、「学生便覧」とする。

ｃ．「学生生活のしおり」の一部を導入部分として学生便覧に付加し、他の部分は

電子化する。

ｄ．「学生生活のしおり」は入学時のオリエンテーションで使用することが主なの

で、パワーポイントで作成のうえ学内で印刷し、学生便覧は現状どおりとする。

以上の意見を踏まえ検討した結果、ｄ案は学内での業務量の増加と、「学生生活

のしおり」は宿泊オリエンテーション等でも使用することから、冊子体の方が良い

との担当課の意見から廃案となった。

残る 3 案について、各メンバーの意見及びその理由を聴取し検討した結果、ｂ案

で制作することとし、制作は引き続きＰＴで行うこととした。なお、制作に当たっ

ては現行の内容を精査し、他大学の学生便覧等も参考にしながら平成 27 年度の作

成に向けて進めることとした。

② 学生ハンドブックの制作について

学生ハンドブックの制作については、学生が常日頃から携帯し、緊急時等に活用で

きるアイテムであることを課題として検討した結果、以下のとおり進めることとした。

・内容は、災害時や事件・事故等の緊急対応や連絡先、ハラスメント等の防止や相

談窓口、安全衛生等の危機管理的な内容にまとめること。

・以前、同様の趣旨からコンパクトな形状の「学生サポートブック」を作成したが、

学生が携帯しないことや予算の関係から、「学生生活のしおり」に統合した経緯

があり、学生の所持率が高いスマートフォンなど携帯端末から閲覧できる「電子

ハンドブック」の作成を検討すること。

・「電子ハンドブック」については、ＰＤＦファイルで作成し、本学ホームページ

からダウンロードする方式で検討すること。（アプリ方式を採用した場合、携帯

のＯＳの種類によって不具合が生じることや、通信によるパケット代が生じる。）
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・平成 26 年度に本学のウェブシステムの更新を予定しており、タブレットやスマ

ートフォンにも対応できることから、平成 26 年度の導入を目指して作業を進め

る。

③その他

・大学の封筒の見直しについて（現行の材質はインク等がにじみやすいので材質を

見直す検討と、デザインの検討。）

・大学のロゴ等の統一について（印刷物に使用されているロゴ（ＮＩＴ）の形状、

色等が部署によってバラバラなので統一を図る。）

・名刺デザインの統一について（名刺のデザインが場合によっては各人でバラバラ

なので、本学のオフィシャルな名刺デザインの統一を図る。）

・ロゴや書体のルールやチェック体制について（ルールの策定やチェック体制の確

立）

３．評価及び今後の対応について

上述のとおり、引き続きＰＴで「学生便覧」及び電子版「学生ハンドブック」の検討並

びに作成を進める。

また、大学の封筒の見直し及びロゴ等の取り扱いや統一については、デザイン学部の教

員とも連携を取りながら進めていく。

以上
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平成 26 年 1 月 6 日

自己評価総括委員会

委員長（学長） 菊 池 重 昭 殿

管理運営自己評価委員会

委員長 安 部 修 生

平成２５年度自己点検・評価の実施について（報告）

標記のことについて、下記のとおり実施いたしますので、報告いたします。

１．点検活動について

(1) 点検項目

「本学ホームページの点検」

(2) 点検目的

現在、大学の教育情報の公表や、その他大学の情報の提供は主にホームページを媒体

として行うことが通常であり、その情報は全世界のブラウザから閲覧が可能である。ま

た、大学の理念や組織体制及び運営等の根拠資料としても利用されるなど極めて重要な

情報源であり、常に正確性を担保する必要がある。

なお、本学は平成 26 年度に大学認証評価を受審予定であるが、ホームページの情報

は、受審の際の重要なエビデンスとして活用することが想定されており、掲載されてい

る項目及び内容が現状に即しているかなどの点検、整備を実施する。

(3) 点検の単位及び責任者

点検は各課・室長が責任者となり、課・室単位で実施。

(4) 実施方法

・現在、ホームページに掲載されている情報を俯瞰的に点検する。

・「ホームページ点検項目チェックリスト」を基に、当該課・室が主管する部分及び

関係するページについて課・室により点検し、問題点や情報の不足部分等を抽出す

る。

・抽出した問題点等を報告書（箇条書き）にまとめ、管理自己評価運営委員会に提出

する。

・更新されていない情報や、誤った情報が発覚した場合は、企画広報課と連携を取り、

随時改善を図る。

(5) 実施期間

・情報の点検 11 月 30 日（土）まで

・情報の修正 1 月 31 日（金）まで

２．管理運営自己評価委員会での審議経過

(1) 第１回管理運営自己評価委員会（7 月 1 日）

平成 25 年度管理運営自己評価委員会点検・評価項目（案）を提案

(2) 第２回管理運営自己評価委員会（8 月 5 日）

平成 25 年度管理運営自己評価委員会点検・評価項目の承認と実施の決定
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３．点検結果について

各課・室で全体及び当該課・室に関連するページの点検・評価を実施した結果、重大な

欠陥や不足した情報公表データ等は報告されなかった。

しかし、別紙「ホームページ点検・評価結果」のとおりホームページ上で公表している

規程類等のＰＤＦファイルが更新されていないことや、現状に即していない組織名や画像

があるとの報告が散見された。

また、教員紹介ページの様式が統一されていないことの指摘があり、当該問題について

は予てから課題であったことから、早急に改善を図ることとした。

【評価結果】

(1) データの更新

ＰＤＦデータの更新 15 件、画像差し替え 3 件、入力変更 18 件

(2) 教員紹介ページの改善

・様式の統一

・顔写真の削除（個人情報保護の観点と、第三者の不正使用を防止のため）

・教員紹介データの確認及び教育研究業績の更新（各教員に依頼）

(3) 新規作成

・野球場のアクセス案内

・出前講義メニューの内容更新（平成 19 年度に作成されたリーフレットを掲載して

おり改善が急がれる。）

４．評価及び今後の対応について

簡易的なデータ更新については、随時更新を実施している。また、教員紹介ページにつ

いては、平成 26 年 1 月末までに改善することを平成 25 年 12 月に開催された学務研究協

議会で確認しており、教育研究業績の更新も併せて実施する予定である。

なお、ホームページのデータについては、常に 新の情報を公表する必要があり、今後

は、各課・室で管轄するページを定期的（1 ヶ月に 1 回のペース等）に点検し、更新され

ていない情報については、企画広報課に連絡の上、速やかに更新するよう改善する必要が

ある。

また、今回は事務職員による点検・評価であったが、ステークホルダーである学生や保

護者及び学外者が「知りたい情報を直ぐに閲覧できる」ことなど、利便性の向上を図る必

要があり、今後は学生や学外者等からの客観的な評価も計画したい。

以上
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学生生活に関するアンケート２０１３調査結果

西日本工業大学　学生活動点検委員会

平成２６年５月
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はじめに

１．調査目的

　　この調査は、本学学生の豊かな学生生活を送るための議論の方向付けをするために、生活の実態を

　把握する資料を得ることを目的として、アンケートを実施した。

２．調査の対象者

本学に在籍する学部生全員１，４８７名（平成25年12月１日に在籍する者）

３．調査の時期・実施方法

時期：平成２５年１２月９日～20日の間

実施方法：各学科・学年のキャリアガイダンス等の必修科目において、調査票を配布し、「学生生活

　　　　　　　に関するアンケート」の追加設問の形で実施し、回収を行った。

４．調査内容の概要

２００７年度に実施した「学生生活アンケート」項目に、若干の修正を加えて調査を実施した・

５．調査票の回収状況

調査票の回収状況は、調査対象者１，４８７人の内、回答数1，１９９人、有効回答数1､143件であった。

学科・系別の回答数は以下の通りである。

学部・学科・系名 在籍数※１ 有効回答数 内女性数 備考

（１） 総合システム工学科機械工学系 197 152 4 旧機械ｼｽﾃﾑ工学科含む

（２） 総合システム工学科電気電子工学系 255 209 14 旧電気電子情報工学科含む

（３） 総合システム工学科情報システム系 171 134 13

（４） 総合システム工学科環境建設系  163 123 29

（５） デジタルエンジニアリング学科 179 146 11

工学部　計 965 764 71

（６） 建築学科  269 194 49

（７） 情報デザイン学科 253 185 64

デザイン学部　計 522 379 113

合計 1,487 1,143 184

※１在籍数は平成25年12月１日現在

６．アンケート集計の視点

前回調査と比較し、学生の生活実態の変化に着目する。
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はじめに

１．調査目的

　　この調査は、本学学生の学修意識、学習に関する実態を把握し、今後の改善方策の検討に資する基礎

　資料を得ることを目的として、学生生活に関するアンケートの中で実施した。

２．調査の対象者

本学に在籍する学部生全員１，４８７名（平成25年12月１日に在籍する者）

３．調査の時期・実施方法

時期：平成２５年１２月９日～20日の間

実施方法：各学科・学年のキャリアガイダンス等の必修科目において、調査票を配布し、「学生生活

　　　　　　　に関するアンケート」の追加設問の形で実施し、回収を行った。

４．調査内容の概要

本学では今まで実施しなかった学習時間調査や、学修への意識などの実態を把握する目的で作成した

なお設問項目は２３問である。

５．調査票の回収状況

調査票の回収状況は、調査対象者１，４８７人の内、回答数1，１９９人、有効回答数1､143件であった。

学科・系別の回答数は以下の通りである。

学部・学科・系名 在籍数※１有効回答数内女性数 備考

（１） 総合システム工学科機械工学系 197 152 4 旧機械ｼｽﾃﾑ工学科含む

（２） 総合システム工学科電気電子工学系 255 209 14 旧電気電子情報工学科含む

（３） 総合システム工学科情報システム系 171 134 13

（４） 総合システム工学科環境建設系  163 123 29

（５） デジタルエンジニアリング学科 179 146 11

工学部　計 965 764 71

（６） 建築学科  269 194 49

（７） 情報デザイン学科 253 185 64

デザイン学部　計 522 379 113

合計 1,487 1,143 184

※１在籍数は平成25年12月１日現在

６．アンケート集計の視点

今回は、本学にとって初めての学修実態調査であり、比較するものがないため、

学科・系別及び課外活動別に集計を実施する。
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